
鵜
飼
石
斎
付
訓
『
四
書
大
全
』
異
版
間
に
見
ら
れ
る
訓
読
の
異
同

永

　

松

　

寛

　

明

は
じ
め
に

近
世
の
訓
読
語
の
実
態
は
、
近
年
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
未

㌻
こ

だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
近
世
の
版
本
の
特
性
と
言
語
の
関

係
と
い
っ
た
視
点
か
ら
実
態
の
究
明
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
一
例
と
し
て
和
刻
本
を
漢
文
訓
読
語
史
研
究
の
資
料
と
し
て
取
り

上
げ
る
際
に
、
異
版
問
で
の
言
語
の
異
同
に
対
す
る
検
討
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
本
論
で
は
同
一
書
名
、
同
一
点
者
の
資
料
の
異
版
間
に
お
い
て
訓
読
の
異

同
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
そ
の
異
同
の
様
相
に
つ
い
て
言
語
的
側

面
か
ら
整
理
を
行
い
、
そ
の
異
同
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

以
下
に
は
、
近
世
初
期
の
儒
者
、
鵜
飼
石
斎
付
訓
の
「
四
書
大
全
」
を
取
り

（2）

上
げ
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
石
斎
点
「
四
書
大
全
」
　
に
つ
い
て

鵜
飼
石
斎
は
、
藤
原
憧
宿
の
高
弟
那
披
活
所
の
弟
子
で
あ
る
。
正
保
三
年

（
一
六
四
六
）
三
十
二
歳
で
尼
崎
藩
主
青
山
侯
に
仕
え
て
藩
儒
と
な
り
、
万
治

元
年
（
一
六
五
八
）
致
任
し
て
京
都
に
あ
っ
て
講
説
し
た
。
寛
文
四
年
（
一
六

六
四
）
七
月
二
十
一
日
に
没
し
て
お
り
、
四
書
五
経
以
外
の
漢
籍
の
翻
刻
を
初

（2）

め
て
行
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

「
四
書
大
全
」
は
、
明
の
成
祖
の
永
楽
十
三
年
二
四
一
五
）
翰
林
学
士
胡

広
ら
が
勅
に
よ
り
奉
っ
た
も
の
で
あ
り
、
四
書
の
正
文
と
朱
注
に
関
す
る
宋
元

儒
の
説
を
集
め
て
い
る
。
中
で
も
元
の
侃
士
毅
の
「
四
書
輯
釈
」
に
よ
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
そ
う
し
た
宋
元
儒
の
学
説
を
集
成
し
た
r
四
書
大
全
」
は
科
挙
の

標
準
解
釈
と
み
な
さ
れ
た
た
め
に
、
十
五
世
紀
初
頭
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
至

る
期
間
に
は
、
中
国
で
は
も
っ
ぱ
ら
大
全
の
吸
収
遵
奉
が
志
さ
れ
て
い
た
よ
う

（4）

で
あ
る
。
「
四
書
大
全
j
は
、
中
国
で
は
明
代
の
初
め
か
ら
四
書
の
注
釈
書
の

11



主
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
が
、
和
刻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
「
先
哲

（5）

叢
談
」
の
記
述
に
よ
る
と
軍
水
十
二
年
（
一
六
三
五
）
で
あ
る
。
「
先
哲
叢
談
」

に
は
、
「
四
書
大
全
」
に
五
種
あ
り
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
寛
永
十
二
年

の
僧
自
乾
の
付
訓
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
、
万
治
寛
文
年
間
に
複
数

種
類
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
長
澤
規
矩
也
r
和
刻
本
漢

籍
分
類
目
録
」
（
汲
古
書
院
　
昭
和
五
十
一
年
）
に
も
幾
種
か
の
r
四
書
大
全
」

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
記
述
を
合
わ
せ
る
と
、
江
戸
時
代
初
期
に
お

い
て
r
四
書
大
全
」
に
石
斎
点
以
外
に
も
複
数
の
点
が
存
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

二
、
系
統
問
の
訓
読
の
異
同
に
つ
い
て

石
斎
点
r
四
書
大
全
」
の
諸
版
に
つ
い
て
は
大
江
文
城
r
本
邦
四
書
訓
鮎
井

に
注
解
の
史
的
研
究
」
（
閲
書
院
　
瀾
和
十
年
）
や
、
字
野
田
尚
哉
「
板
行
信

書
の
普
及
と
近
世
儒
学
」
（
「
江
戸
の
思
想
」
五
　
ぺ
り
か
ん
社
　
平
成
八
年
）

に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
稿
者
の
調
査
範
囲
で
は
、
刊
記
や
頭
注
の
形
式

（6）

に
よ
り
諸
版
を
三
種
類
に
分
類
出
来
る
と
考
え
る
。
≡
種
類
と
は
、
第
一
に
は

慶
安
四
年
刊
の
刊
記
が
あ
る
も
の
と
、
慶
安
四
年
刊
、
万
埠
一
年
修
の
刊
記
が

あ
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
は
明
暦
二
年
刊
の
刊
記
が
あ
る
も
の
、
第
三
に
は

刊
記
に
刊
行
年
の
記
載
が
無
い
も
の
の
三
種
類
で
あ
る
。
こ
の
三
種
類
に
対
応

し
て
、
頭
注
の
形
式
も
三
類
に
分
か
れ
る
。

こ
の
三
種
類
の
版
の
訓
読
を
調
査
す
る
と
、
前
者
二
つ
の
刊
行
年
が
明
確
な

も
の
と
、
後
者
の
刊
行
年
未
詳
本
と
の
問
で
訓
読
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

言
語
上
の
異
同
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
r
四
書
大
全
」
の
中
で
如
何
な
る
様
相

が
存
す
る
か
を
示
す
た
め
、
「
論
語
集
註
大
全
」
の
前
半
十
篇
を
取
り
上
げ
る
。

調
査
対
象
に
「
論
語
」
を
選
定
し
た
理
由
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
訓
読
の
史

（7）

的
位
置
づ
け
が
進
ん
で
い
る
た
め
で
、
そ
う
し
た
資
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で

石
斎
点
の
近
世
に
お
け
る
訓
読
の
性
格
が
把
握
し
易
く
な
る
と
考
え
た
こ
と
に

よ
る
。
以
下
、
慶
安
四
年
刊
本
、
万
治
二
年
修
本
と
明
暦
二
年
刊
本
の
訓
読
を

甲
類
と
し
、
刊
行
年
未
詳
本
の
訓
読
を
乙
類
と
し
て
取
り
扱
う
。

次
に
甲
乙
両
系
統
問
の
訓
読
の
異
同
数
を
一
覧
す
る
。

表
一
付
訓
の
位
置
よ
り
見
た
訓
読
の
異
同
致
一
覧
（
単
字
、
熟
字
を
対
象
と
し
て
）

12

表
一
は
、
甲
乙
両
系
統
の
同
一
箇
所
に
お
い
て
付
訓
に
異
同
が
見
ら
れ
る
場

合
に
、
そ
の
付
訓
の
位
置
に
従
っ
て
分
類
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
大
き
く
左

傍
訓
の
有
無
や
左
傍
訓
の
違
い
に
よ
る
異
同
と
、
右
傍
訓
に
お
け
る
異
同
の
二

つ
に
分
類
し
た
。



用
例
は
、
甲
類
の
代
表
例
と
し
て
、
比
較
的
版
面
が
判
読
し
易
い
浅
野
家
文

庫
本
を
取
り
上
げ
、
乙
類
の
代
表
例
と
し
て
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
本
を
取
り

上
げ
た
。

以
下
に
訓
読
の
異
同
の
具
体
的
用
例
を
記
す
。

先
ず
「
I
　
異
同
例
の
う
ち
、
甲
乙
両
系
統
何
れ
か
に
左
傍
訓
を
有
す
る

【0｝

例
」
　
の
具
体
例
を
示
す
。

用
例
〓

ス

ん

　

　

’

ノ

ハ

レ

ス

ん

ナ

り

’

　

　

　

テ

　

　

　

　

　

サ

　

ヘ

　

　

　

【

①
悪
二
不
－
仁
一
者
農
協
レ
仁
臭
不
レ
便
下
二
不
－
仁
－
者
一
加
中
平
其
身
上

ノ
・
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ハ
ナ
リ

浅
　
野
（
4
・
6
）

，

ム

　

　

　

’

ノ

ハ

レ

ス

ん

二

　

’

　

　

　

　

ナ

　

　

　

　

　

’

　

ヘ

　

　

ノ

　

l

①
悪
二
不
仁
一
者
其
焉
レ
仁
臭
不
レ
使
下
二
不
－
仁
－
者
一
加
中
平
其
身
上

レ
ハ
ナ
リ

岡

山

2

　

（

4

・

6

）

用
例
中
「
焉
」
字
は
、
甲
類
の
訓
読
で
は
、
「
ス
ル
ナ
リ
」
と
い
う
右
傍
訓

と
「
コ
ト
」
と
い
う
左
傍
訓
と
が
存
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
乙
類
の
訓
読
で

は
、
「
鵠
」
字
に
は
右
傍
訓
「
ス
ル
ー
こ
し
か
見
ら
れ
な
い
。
右
の
如
き
例
を
、

甲
乙
両
系
統
何
れ
か
に
左
傍
訓
を
有
す
る
例
の
項
に
含
め
る
。

次
に
、
右
傍
訓
に
お
い
て
異
同
が
見
ら
れ
る
例
の
内
、
先
ず
、
「
A
　
甲
乙

両
系
統
に
訓
が
見
ら
れ
る
例
」
を
取
り
上
げ
る
。

下
段
に
示
し
た
表
二
は
、
当
該
項
目
に
含
ま
れ
る
例
を
分
類
し
、
用
例
数
を

一
覧
す
る
た
め
に
、
字
訓
、
字
訓
＋
読
添
語
、
読
添
語
の
三
類
の
異
同
に
分
か

ち
、
そ
の
下
位
に
品
詞
等
の
項
目
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
各
項
目
の
下
に
は
、

用
例
数
と
当
該
分
類
項
目
内
の
両
系
統
の
代
表
的
異
同
例
を
掲
げ
た
。

表
二
　
A
の
用
例
数
一
覧用

例
数
∠ゝ
量

ヱ‾こヒ呂冗 字 字

異
同
の
種
類

添
妻五
和

訓 訓
＋

昌冗
添
舌五
P口

助 助 助 助 助 形 形 形 動 動 助 そ 連 名 副 動 動 動 動
動 動 詞 詞 詞 式 式 式 詞 詞 詞 電 話 詞 詞 詞 詞 詞 詞

蛋　 夢 望 基

準

望 詞 晶 軍　 門 語 ＋　＋　＋
助 形 動

助 ‾ 式 ∠ 雲 量
詞　　 語

動 式 詞

詞 語

88 5 10 1 11 15 1 7 1 1　2　4 1 1 5　 6　4 1 1 11
用
例
数

舎吾没ン義ト子 努シ聞 害ナ遊7貫ヌ請ス見 若君其ノ‾，且，慎ム妙 齢 博ム甲
幾月

｛ 「 預 言 ㍉ 「 日 日 「 ∴ つ　 と　　 ‡ 竺袋
キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 キ 白勺

人盲 イ寸
訓I
t則

舎纏 義ノ子 努ス開テ害ナ遊7貫ス諦七見ユ若粗 ‾ッ且ッ慎潮 彗 博孟
つ 三貴ノ 量　 目　 主　 人壬　　　　 ン こ

乙
芹

衷
白勺
イ寸
謬Il
仔け

13

こ
の
表
か
ら
甲
類
と
乙
類
と
の
問
で
特
徴
的
な
異
同
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

例
に
つ
い
て
、
以
下
に
検
討
を
行
う
。



用
例
二
　
動
詞
の
訓
読
の
遠
い

ス

ル

　

　

　

ワ

　

ノ

ハ

レ

ス

ル

ナ

リ

’

　

　

　

　

チ

　

　

　

　

　

ヲ

　

ヘ

　

　

ノ

一

②
悪
二
不
－
仁
一
者
其
鵠
レ
仁
央
不
レ
便
下
二
不
－
仁
－
者
一
加
中
乎
其
身
上

ノ
・
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ハ
ナ
リ

浅
　
野
（
4
・
6
）

．

」

「

　

　

ワ

ノ

ハ

レ

ス

ル

二

　

’

　

　

　

テ

　

　

　

　

’

ヘ

　

　

ノ

　

l

②
悪
二
不
－
仁
一
者
其
鵠
レ
仁
臭
不
レ
使
下
二
不
－
仁
－
者
一
加
中
平
其
身
上

レ
ハ
ナ
リ

岡
山
2
　
（
4
・
6
）

A
の
異
同
中
、
動
詞
の
訓
読
の
違
い
で
あ
る
。
甲
類
で
は
、
「
ス
ル
」
と
付

訓
が
施
さ
れ
て
お
り
、
乙
類
は
和
語
で
「
こ
ク
ム
」
と
訓
読
し
て
い
る
。
動
詞

の
訓
読
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
違
い
が
何
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
か
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
り
、
異
同
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
く
。

用
例
三
　
副
詞
の
訓
読
の
違
い

こ
シ
テ
　
　
ト
ミ
　
タ
　
キ
ハ
　
テ
　
　
　
一
シ
　
　
ヘ
ル
　
ノ

③
不
義
而
富
且
貴
於
レ
我
如
二
浮
雲
一

二
ン
ナ
　
　
ト
ミ
　
ツ
　
キ
ハ
　
チ
　
　
　
一
シ
　
　
ヘ
ル
　
ノ

③
不
義
而
富
且
貴
於
レ
我
如
二
浮
雲
一

浅
　
野
（
7
・
ほ
）

岡
山
2
　
（
7
・
1
5
）

右
は
、
「
且
」
字
を
「
マ
タ
」
と
訓
読
す
る
か
「
カ
ツ
」
と
訓
読
す
る
か
と

い
う
違
い
で
あ
る
。
「
且
」
字
を
「
カ
ツ
」
と
訓
読
す
る
こ
と
は
、
室
町
時
代

（9）

以
降
に
見
ら
れ
る
新
し
い
訓
読
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
今
後
、
更
な
る
実
証
が
必

要
と
な
る
が
、
そ
の
説
に
従
う
な
ら
ば
、
「
マ
タ
」
訓
が
古
く
、
「
カ
ツ
」
訓

が
新
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
甲
乙
の
石
斎
点
内
部
に
お
い
て
「
且
」
字
を

甲
類
で
は
「
マ
タ
」
、
乙
類
で
は
「
カ
ツ
」
と
訓
読
し
て
い
る
。
「
論
語
」
の

「
学
而
篇
」
か
ら
「
郷
党
篇
」
ま
で
の
十
篇
に
お
い
て
、
付
訓
例
と
し
て
は
四

例
存
す
る
。
何
れ
も
甲
類
に
「
マ
タ
」
訓
、
乙
類
に
「
カ
ツ
」
訓
が
見
ら
れ
る
。

用
例
四
　
読
添
え
ら
れ
た
助
詞
の
違
い

カ
　
　
　
　
　
　
ル
’
　
　
セ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ン
コ
ト
’
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
ス
　
　
　
ン
コ
L
r
’
　
　
ル
コ
ト
　
　
　
　
　
l

④
子
貢
自
我
不
レ
欲
三
人
之
加
　
二
諸
我
一
也
吾
亦
欲
レ
無
　
レ
加
二
諸
人
一

浅
　
野
（
5
・
1
2
）

ノ
　
　
　
　
　
　
ル
’
　
　
セ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ン
コ
ト
’
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
ス
　
　
　
ン
コ
ト
’
　
　
ル
コ
ト
　
　
　
　
　
l

釘
子
貢
自
我
不
レ
欲
三
人
之
加
　
二
諸
我
一
也
吾
亦
欲
レ
無
　
レ
加
二
諸
人
一

岡
山
2
　
（
5
・
1
2
）

主
格
を
示
す
助
詞
の
訓
読
の
違
い
に
つ
い
て
、
甲
類
が
格
助
詞
の
「
ガ
」
を

用
い
て
い
る
箇
所
に
乙
類
で
は
、
格
助
詞
の
「
ノ
」
を
用
い
て
い
る
例
で
あ
る
。

「
学
而
篇
」
か
ら
「
郷
党
篇
」
ま
で
、
当
該
用
例
と
類
似
の
も
の
は
十
一
例
存

す
る
。
十
一
例
全
て
、
甲
類
が
　
「
ガ
」
と
付
訓
し
て
い
る
箇
所
を
乙
類
で
は

「
ノ
」
と
付
訓
し
て
お
り
、
例
外
が
な
い
。
助
詞
の
訓
読
の
異
同
は
他
に
も
見
一

受
け
ら
れ
る
が
、
二
つ
の
対
立
す
る
事
象
が
甲
乙
両
系
統
に
対
応
し
て
現
れ
る
　
1
4

の
は
格
助
詞
「
ガ
」
と
「
ノ
」
の
対
立
で
あ
る
。
主
格
の
「
ガ
」
は
甲
類
の
訓
－

読
で
は
「
学
而
篇
」
か
ら
「
郷
党
篇
」
ま
で
三
十
例
あ
り
、
同
様
の
箇
所
を
乙

類
で
は
無
付
訓
が
十
三
例
、
「
ノ
」
　
の
付
訓
が
十
一
例
、
「
ガ
」
　
の
付
訓
は
六

例
存
す
る
。

当
該
箇
所
の
主
語
と
付
訓
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
甲
類
で
は
主
語
が

弟
子
や
話
し
手
自
身
で
あ
る
場
合
に
「
ガ
」
を
使
用
し
、
主
語
が
先
生
で
あ
る

場
合
に
「
ノ
」
を
使
用
す
る
と
い
う
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
乙

類
で
は
、
そ
の
使
い
分
け
自
体
が
見
ら
れ
ず
、
「
ノ
」
を
主
に
用
い
て
い
る
。

次
は
、
助
字
の
訓
読
法
に
関
し
て
、
ク
語
法
を
用
い
る
か
否
か
と
い
う
例
で

あ
る
。



用
例
五
　
助
字
「
欲
」
の
訓
読
法
の
違
い

7

カ

7

シ

ナ

†

’

　

ア

’

ハ

　

7

ト

モ

　

　

　

ス

ト

　

　

　

7

タ

　

　

　

　

　

ん

コ

ト

　

　

　

　

　

レ

ス

ナ

ノ

ヤ

⑤
牽
牛
之
子
辟
　
且
角
　
錐
　
レ
欲
レ
勿
　
レ
用
　
山
川
其
舎
　
諸

浅
　
野
（
6
・
6
）

7

カ

7

ン

チ

　

ッ

　

7

’

パ

　

フ

ト

モ

　

　

　

ス

ト

　

　

　

ン

コ

ト

’

　

　

ん

つ

い

　

　

　

　

　

レ

ス

ナ

ン

　

ヤ

⑤
黎
牛
之
子
辟
　
且
角
　
錐
　
レ
欲
レ
勿
　
レ
用
　
山
川
其
舎
　
諸

岡
山
2
　
（
6
・
6
）

「
欲
」
字
の
訓
読
法
は
甲
類
で
は
、
「
マ
ク
欲
ス
」
で
あ
る
が
、
乙
類
で
は

「
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
対
立
も
「
学
而
篇
」
か
ら
「
郷
党
篇
」
に

お
い
て
、
傾
向
が
存
す
る
。
助
字
「
欲
」
字
の
訓
読
法
に
関
わ
ら
ず
ク
語
法
の

用
例
を
全
て
取
り
上
げ
る
と
、
「
A
　
甲
乙
両
系
統
に
訓
が
見
ら
れ
る
例
」
に

お
い
て
は
七
例
、
「
B
　
甲
系
統
に
の
み
訓
が
見
ら
れ
る
例
」
に
お
い
て
は
十

三
例
兄
い
だ
せ
る
。
何
れ
も
甲
類
に
ク
語
法
が
用
い
ら
れ
、
乙
類
で
は
用
い
ら

れ
な
い
。
「
マ
ク
欲
ス
」
と
「
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
　
（
ン
ト
欲
ス
）
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

時
代
は
降
る
が
、
日
尾
荊
山
（
一
七
八
九
～
一
八
五
九
）
　
の
r
訓
点
復
古
」
を

は
じ
め
と
す
る
漢
語
文
典
に
説
か
れ
る
。
「
訓
点
復
古
」
は
、
国
語
の
語
法
を

無
視
し
た
訓
読
（
佐
藤
一
斎
の
訓
読
を
指
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
）
を
攻
撃
し
、

江
戸
時
代
初
期
の
藤
原
怪
宿
や
、
林
羅
山
の
訓
読
へ
戻
る
べ
き
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
荊
山
は
「
マ
ク
欲
ス
」
は
古
い
訓
読
法
で
あ
り
、
平
安

（10）

鎌
倉
時
代
で
は
、
博
士
家
の
訓
読
法
で
あ
っ
た
と
す
る
。

次
に
「
B
　
右
傍
訓
の
異
同
例
の
う
ち
、
甲
系
統
に
の
み
訓
が
見
ら
れ
る

例
」
　
に
関
し
て
述
べ
る
。

表
三
は
、
異
同
の
種
類
と
し
て
甲
類
に
の
み
見
ら
れ
る
付
訓
を
字
訓
と
読
添

語
と
に
分
け
、
以
下
そ
れ
ら
が
如
何
な
る
品
詞
等
に
分
類
さ
れ
る
か
を
示
し
、

各
々
の
用
例
数
と
当
該
分
類
に
お
け
る
甲
類
の
代
表
的
付
訓
例
を
掲
げ
た
。

表
三
　
B
の
用
例
数
岩
見甫

例
数
∠ゝ量

読 字

異
同
の
種
類

添
三五

訓

P口 ＋
読
添
琶

琵 琵 琶 彗 票 蛋 鍋 蓋 雲

量 歪 達 東 京 盛　 衰

＋尾　　　 語 詞　　　 語
等 盛　 芸

動
詞

連 連 名 名 副 動 動 形 形
語 体 詞 詞 詞 詞 詞 容 容
興 棚

節

動
詞

1糾23 13　7　9　3　2 14 24 13　8 4　2 1 5　22 10 21 1 2
用
例
数

君 子 養7臣 夫ヤ無キ可 不ス可竹富 以テ其ノ斯三美票且，巧ミ即 直‡欒ヵ甲
亘ノ夏ヵニ ヲ　 日　 日　　 目貫　 笑「 つ ラ類

代
表言　　 リ 的付
訓
例



先
に
も
触
れ
た
が
、
ク
語
法
の
有
無
に
よ
る
異
同
が
十
三
例
存
す
る
こ
と

や
、
助
詞
の
異
同
に
つ
い
て
人
名
漢
字
に
主
格
助
詞
「
ガ
」
が
付
さ
れ
る
か
否

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

次
に
「
C
　
右
傍
訓
の
異
同
例
の
う
ち
、
乙
系
統
に
の
み
訓
が
見
ら
れ
る

例
」
　
に
関
し
て
触
れ
る
。

用
例
六
　
助
字
「
之
」
　
の
訓
読
法
の
違
い

シ

テ

　

　

ノ

　

ニ

　

　

　

　

ル

ハ

　

　

　

　

　

　

ヘ

ル

ナ

リ

　

　

　

テ

　

　

’

　

ハ

　

　

　

　

キ

ナ

リ

⑥
子
日
非
二
其
鬼
l
高
祭
　
之
話
　
也
見
レ
義
不
レ
鳥
無
　
レ
勇
也

浅
　
野
（
2
・
2
4
）

シ

テ

　

ノ

ニ

　

　

ル

ハ

　

’

　

ル

　

　

テ

　

’

ハ

⑥
子
日
非
二
其
鬼
一
而
祭
レ
之
請
－
也
見
レ
義
不
レ
鵠
無
　
レ
勇
也

岡
山
2
　
（
2
・
2
4
）

右
は
、
現
象
的
に
は
「
之
」
字
に
対
し
て
甲
類
に
付
訓
が
な
く
、
乙
類
に
助

詞
「
ヲ
」
の
付
訓
が
存
す
る
例
で
、
助
字
「
之
」
を
訓
読
す
る
か
否
か
と
い
う

例
で
あ
る
。
「
学
而
窟
」
か
ら
「
郷
党
篇
」
に
お
い
て
「
之
」
字
を
不
読
に
す

る
か
訓
読
す
る
か
と
い
う
対
立
は
十
六
例
存
し
、
常
に
甲
類
に
お
い
て
付
訓
が

な
く
、
「
之
」
字
が
不
読
と
さ
れ
、
乙
類
で
は
、
返
点
や
目
的
格
を
示
す
助
詞

が
付
訓
さ
れ
て
い
る
。
r
四
書
」
　
の
「
之
」
字
の
訓
読
法
に
つ
い
て
は
、
不
読

の
用
法
が
古
く
、
そ
れ
を
江
戸
時
代
に
な
っ
て
訓
み
落
と
し
の
な
い
よ
う
訓
読

（〓〕

す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
石
川
洋
子
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
C
に
属
す
る
用
例
の
一
覧
を
行
う
。

表
四
よ
り
「
C
　
右
傍
訓
の
異
同
例
の
う
ち
、
乙
系
統
に
の
み
訓
が
見
ら

れ
る
例
」
の
総
用
例
数
三
十
五
例
中
、
助
字
「
之
」
の
訓
読
の
異
同
例
は
十
六

例
と
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

表
四
　
C
の
用
例
数
一
覧甫

例
数
∠ゝ

読 助 字

異
同
の
種
類

添 字 訓
至五Pロ の

型
昌冗
法

詔 璽 璽 璽

ロロI IPRIlnR
＋　＋　＋

ま ま 霊 名
詞

量 助 助 助 詞 詞 ＋
詞 詞 詞
ヲ　こ
ヲ二 三　」

35 2　6　6　3 8　4　4 2
用
例
数

乙
至境
代

レ
諸ヤ子ノ益　位　之　之　之　其
ヲ　　ニ　　ヲ　　こ　　　　　　レ表

的
イ寸
訓
例
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以
上
の
A
か
ら
C
ま
で
と
D
E
と
を
加
え
て
、
通
覧
す
る
と
、
同
じ
く
石
斎

点
で
あ
り
な
が
ら
、
甲
類
の
方
が
乙
類
よ
り
訓
点
が
密
に
施
さ
れ
て
い
る
傾
向

が
見
て
取
れ
る
。
又
、
訓
読
語
に
つ
い
て
は
、
「
且
」
字
の
「
マ
タ
」
訓
や
主

格
助
詞
「
ガ
」
と
「
ノ
」
の
使
い
分
け
、
ク
語
法
や
不
読
の
「
之
」
字
な
ど
が

存
す
る
こ
と
よ
り
、
甲
類
の
方
が
乙
短
よ
り
伝
統
的
な
訓
読
を
伝
え
て
い
る
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。

三
、
甲
乙
両
系
統
の
先
後
関
係

甲
乙
両
系
統
の
訓
読
の
異
同
に
つ
い
て
助
字
や
読
添
語
を
中
心
に
検
討
し
た



結
果
、
漢
文
訓
読
語
史
の
上
か
ら
は
、
甲
類
が
時
代
的
に
古
い
伝
統
的
な
訓
読

を
示
し
、
乙
類
が
新
し
い
訓
読
を
示
す
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で

両
者
が
実
際
に
何
時
加
点
さ
れ
た
の
か
、
或
い
は
刊
行
さ
れ
た
の
か
が
問
題
と

な
る
。
そ
れ
は
、
石
斎
個
人
の
訓
読
史
の
中
で
、
後
に
復
古
的
訓
読
を
採
っ
た

可
能
性
等
も
否
定
出
来
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
の
解
明
が
必
要
と
判
断
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
刊
行
の
先
後
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

書
誌
的
な
事
柄
で
あ
る
頭
注
と
「
石
斎
」
の
呼
称
の
変
化
の
二
点
に
注
目
し
た
。

第
一
に
、
両
系
統
の
頭
注
の
形
態
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
甲
類
の
慶
安
四
年

刊
本
（
万
治
二
年
修
本
も
含
む
）
　
で
は
頭
注
は
無
く
、
匡
郭
も
正
文
と
注
文
と

を
囲
む
枠
し
か
存
し
な
い
。
も
う
一
つ
の
甲
類
で
あ
る
明
暦
二
年
刊
本
で
は
頭

注
が
見
ら
れ
る
が
、
頭
注
に
付
さ
れ
る
訓
点
は
全
て
の
頭
注
に
わ
た
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
又
、
明
暦
二
年
刊
本
の
頭
注
冒
頭
に
あ
る
引
用
を
示
す
符
号

は
「
▲
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
乙
類
で
あ
る
刊
行
年
未
詳
本
の
刊
記

に
頭
注
は
藤
原
怪
礪
輯
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
頭
注
の
分
量
も
甲
類
の
明

暦
二
年
刊
本
よ
り
多
い
。
又
、
訓
点
も
頭
注
全
て
に
付
さ
れ
て
お
り
、
頭
注
に

含
ま
れ
る
注
の
内
容
も
甲
類
の
明
暦
二
年
刊
本
と
比
較
す
る
と
異
な
り
が
あ

る
。
内
容
ば
か
り
で
は
な
く
、
頭
注
冒
頭
の
引
用
を
示
す
符
号
は
「
O
」
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
明
暦
二
年
刊
本
と
は
異
な
る
。

以
上
の
書
物
の
形
態
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
甲
類
の
頭
注
は
量
が
少
な

く
、
そ
れ
に
比
し
て
乙
類
の
頭
注
は
多
い
。
又
、
訓
点
に
蘭
し
て
も
甲
類
で
は

頭
注
が
存
す
る
明
暦
二
年
刊
本
に
付
訓
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
乙
類
の
頭
注

に
は
付
訓
が
全
体
に
わ
た
り
施
さ
れ
て
い
る
。
頭
注
が
僅
少
な
も
の
か
ら
多
量

な
も
の
へ
と
移
行
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
頭
注
に
付
さ
れ
る
訓
点
の
量
も
増
加
す

る
と
考
え
る
と
構
成
上
の
発
展
の
形
式
を
想
定
し
や
す
い
。
つ
ま
り
、
甲
類
が

先
に
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
を
承
け
て
乙
類
が
刊
行
さ
れ
た
と
の
仮
説
が
立
て
ら
れ

る
。第

二
に
「
石
斎
」
の
呼
称
の
変
化
に
関
し
て
述
べ
る
前
に
、
石
斎
点
と
称
さ

れ
る
資
料
は
、
何
時
如
何
な
る
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

表
五
　
石
斎
点
資
料
刊
行
略
年
表

・・．1　°‾1　‾‾‘1　‾・1　‾‾‾l‾‾1　　　　一．1 ．．．．．．．1 ．．．．．．．1 ．．■1

石
斎
占
萎

料

退 准 歴 白 韓 官　　 杜 学 官 周
渓 南 史 虎 柳 板　　 少 的 板 易
先 鴻 大 通 全 四　　 陵 ‘‾ 四 大
生 烈 方 徳 集 書　　 先　　 書 全

群 憂鍋 蓋－

歪真　空　竺
亘腔董
L＿＿

寛 寛 寛 寛 万 万 万　明　承 ！蔓母　正

年

‾百°

文 文 二丈文　治　治　7台 J汗応 安 安 十某
毒 墨 壷 壷 毒 毒 葦 壷 壷 窒 重 言

妄 言 萎 至 呂 蓋 真 美 華 至 喪 彗

七　　　　　　　　　　 致　　　　　　　　　 J芭石
斎
事
跡

月　　　　　　　　　　 イ上　　　　　　　　　　 山奇

霊孟　 宣　 誓
17

「
周
易
大
全
」
は
慶
安
年
間
刊
行
。

「
韓
柳
全
集
」
は
、
万
治
三
年
か
ら
寛
文
四
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。



表
五
は
主
な
石
斎
点
資
料
を
刊
行
年
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表

よ
り
、
r
官
板
四
書
大
全
」
と
い
う
甲
類
の
r
四
書
大
全
」
は
、
石
斎
点
資
料

の
中
で
は
比
較
的
早
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
石
斎
点
資
料
が
万

治
寛
文
年
間
に
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

次
に
甲
類
の
慶
安
四
年
刊
本
の
刊
記
と
乙
類
の
刊
行
年
末
詳
本
の
刊
記
と
を

比
較
す
る
と
、

l
り

調
べ
た
も
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

表
六
　
石
斎
点
資
料
の
刊
記
に
見
ら
れ
る
鵜
飼
信
之
の
呼
称
一
覧

○
慶
安
四
年
歳
次
辛
卯
夏
四
月
日
／
洛
陽
後
学
石
巻
鵜
信
之
訓
鮎
井
校
随
（
甲
類
）

○
竜
頭
評
註
　
妙
寿
院
悼
宿
藤
欽
夫
先
生
輯
　
刑
補
訓
鮎
　
石
蔚
鵜
信
之
（
乙
類
）

傍
線
箇
所
（
稿
者
に
よ
る
）
　
の
名
称
に
差
異
が
存
す
る
。
甲
類
の
慶
安
四
年
刊

本
の
刊
記
で
は
「
石
奄
」
と
記
し
、
乙
類
の
刊
行
年
末
詳
本
の
刊
記
で
は
「
石

蔚
」
と
記
す
。
こ
の
二
つ
の
呼
称
に
つ
い
て
、
「
倭
板
書
籍
考
」
の
中
に
記
述

が
あ
㌔
r
倭
板
書
籍
考
L
で
は
、
r
四
書
大
全
」
以
外
の
石
斎
点
資
料
に
つ

い
て
も
紹
介
を
し
て
お
り
、
石
斎
点
r
四
書
存
疑
」
に
つ
い
て
の
説
明
中
に
以

下
の
記
事
が
あ
る
。

「
倭
訓
鵜
飼
石
毒
信
之
也
　
奄
後
こ
石
無
二
改
（
ム
）
」

（
巻
二
・
八
丁
り
六
行
目
、
（
　
）
と
傍
線
と
は
稿
者
に
よ
る
。
）

こ
の
記
事
に
従
う
と
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
乙
類
「
龍
頭
評
註
四
書
大
全
」

は
、
刊
記
に
「
石
斎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
r
四
書
存
疑
」
　
（
承
応
三
年
二

六
五
四
）
刊
）
　
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
r
倭
板
書
籍
考
j
の
記
述
の
正
否
を
確
認
す
る
た
め
、
現
在
残
さ

れ
て
い
る
石
斎
点
資
料
に
つ
い
て
、
刊
記
中
で
ど
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
か
を

石

斎
占

一．‘1　・．・．▼　・・．1　・．・，唐 涯 歴 自 ・．．・．1　－．．1　・・．‘1　・・．‘1四 事 杜 四
柳 南 史 虎 書 物 少 書

河 鴻 大 通 大 紀 陵 大
東 烈 方 徳 全 原 先 仝

L．．＿　　　　　　　　　L．．＿彗ゝ扁吋 t．＿．．
前

行

資
料

‘‾ ‘‾ 鑑 ．‾ 詩

補 分

L＿．．＿ 類

集
芭

寛 寛 寛 寛 万 明 明 慶

型

文 文 文 文

四 四 三 二
年 午 年 年

治 暦 暦 安

二 ＿ ＿ 四
年 年 午 年

」」　．＿し　lL．．　lL・．」」　」」　」」　⊥
イ丁
年ハ　 ／ヽ　ノヽ　′ヽ

⊥　 」」　⊥　 ＿」
ハ　 ／ヽ　ハ　 ノヽ

／ヽ　ハ　 ′ヽ　ハ 五 五 五 五
四 四 二 くつ ／ヽ　ハ　 －

刊 刊 刊 刊 修 刊 刊 刊

　「　　　　　「　　　　　「　　　　　「 　「　　　　「　　　　「　　　　「 干り
言己石 石 石 石

斎 斎 斎 斎

石 石 石 石

奄 奄 奄 奄

　」　　　　」　　　　　」　　　　　」　 」　　　　　」 存
す＊　　　　　 ＊　」　　　　　　　　　　　　」

＊ る
は 石
異
体

字

斎
の
呼
称

表
六
に
よ
る
と
、
寛
文
年
間
に
入
り
、
刊
記
中
の
石
嘉
の
呼
称
が
「
石
苺
」

か
ら
「
石
斎
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
「
倭
板
書
籍
考
」

の
記
事
は
、
調
査
範
囲
で
は
正
し
い
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
乙
類
の
刊

行
年
未
詳
「
毛
頭
評
註
四
書
大
全
」
を
位
置
づ
け
る
と
、
万
治
年
間
以
前
に
刊

行
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
両
系
統
の
先
後
に
つ
い
て
は
、
甲
類
が
先
で
、
乙
類
が

後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
又
、
実
際
に
何
時
加
点
さ
れ
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
加
点
年
次
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
に
よ
っ
て
問
題

が
残
る
。
し
か
し
、
最
終
的
な
加
点
（
訓
読
確
定
）
　
の
時
期
を
版
下
作
成
時
で

あ
る
と
と
ら
え
る
立
場
も
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
立
場
に
よ
る
な
ら
ば
、
「
石
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斎
」
　
の
名
称
の
変
化
に
対
応
し
て
、
そ
の
内
部
の
訓
読
語
も
甲
類
が
先
で
、
乙

類
が
後
の
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。

次
に
、
何
故
、
異
同
が
生
じ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
石
斎
個
人
の
訓

読
が
時
間
の
推
移
と
と
も
に
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
か
、
石
斎
以
外
の
手
が
入

っ
た
も
の
か
、
更
に
そ
の
他
の
理
由
に
よ
る
も
の
か
の
実
証
は
現
在
の
と
こ
ろ

困
難
で
あ
る
。
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
訓
読
語

・
で
は
、
「
且
」
字
の
訓
や
ク
語
法
、
不
読
の
　
「
之
」
字
等
に
変
化
が
見
ら
れ
、

そ
の
変
化
の
方
向
性
は
江
戸
時
代
の
訓
読
語
の
変
化
に
も
合
致
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
変
化
が
一
個
人
の
名
を
冠
し
て
近
世
初
期
の
間
に
刊
行
さ
れ
た

二
種
類
の
版
の
問
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
様
々
な
問
題
を
提
示
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
論
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

（14）

一
、
江
戸
時
代
初
期
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
石
斎
点
「
論
語
」
　
の
訓
読
に
は

複
数
の
も
の
が
存
す
る
。

一
、
訓
読
の
異
同
は
訓
読
語
史
の
上
か
ら
見
る
と
特
に
助
字
や
読
添
語
を
中

心
に
、
先
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
古
い
伝
統
的
な
訓
読
語
、
後
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
に
新
し
い
訓
読
語
が
現
れ
る
と
い
う
傾
向
が
存
す
る
。

又
、
近
年
、
石
斎
点
「
四
書
大
全
」
の
一
本
で
あ
る
r
竜
頭
評
註
四
書
大
全
」

の
刊
記
に
「
龍
頭
評
註
　
妙
寿
院
慢
宿
藤
政
夫
先
生
輯
」
　
の
記
述
が
あ
る
こ

と
と
、
石
斉
が
怪
宿
の
孫
弟
子
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
藤
原
怪
寓
の
訓
読
と
ど

（
l
。
）

の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
注
目
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
述
べ
た
如
く
、
「
塔
頭
評

註
　
妙
寿
院
憧
寓
藤
政
夫
先
生
輯
」
　
の
記
述
が
あ
る
乙
類
の
訓
読
が
、
先
行

す
る
甲
類
と
は
部
分
的
に
異
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
藤
原
慢
宿
点
の
影
響
の

有
無
に
つ
い
て
は
異
版
を
区
別
し
た
検
討
が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

先
の
二
点
は
更
に
以
下
の
事
柄
を
示
唆
す
る
と
思
わ
れ
る
。
改
訂
に
よ
っ
て

複
数
の
点
が
存
し
て
い
る
例
と
し
て
道
春
点
や
後
藤
点
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

外
礎
石
斎
点
に
も
類
例
が
存
す
る
こ
と
か
ら
も
、
版
行
さ
れ
た
点
本
に
つ
い

て
改
訂
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
他
に
も
見
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

点
者
の
言
語
を
＝
国
的
、
硬
直
的
な
も
の
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
出
版
活
動
一

や
言
語
活
動
の
所
産
と
し
て
結
果
的
に
変
化
が
あ
り
う
る
と
い
う
見
方
を
必
要
　
1
9

と
す
る
も
の
で
あ
態
つ
ま
り
、
和
刻
本
の
言
語
を
論
じ
る
場
合
、
付
訓
者
が
ー

何
歳
の
こ
ろ
の
、
ど
の
資
料
の
訓
読
で
あ
る
か
と
い
っ
た
事
柄
や
、
改
訂
の
有

（18）

無
、
更
に
は
改
訂
が
何
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
と
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
点
者
個
人
の
言
語
の
記
述
へ
と
進
む
こ
と
が
出
来

る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

（
1
）
村
上
雅
孝
r
近
世
初
期
漢
字
文
化
の
世
界
」
　
（
明
治
書
院
　
平
成
十
年
）
序
章
第
二
節

が
参
考
と
な
る
。

（
2
）
調
査
対
象
資
料
の
諸
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。
略
称
は
本
論
で
取
り
上
げ
る
際
に
用
い

た
名
称
で
あ
る
。
略
称
の
番
号
は
整
理
の
都
合
上
、
付
し
た
も
の
で
あ
る
。



九
州
九
州
山

口

南

山
内
閣

天

堅

九

州

内

閣
3

内

閣
2

岡
山

議

些2 1 2 1 3 1

九
州
杢

池　岡
I王】山

「勺
閉
文
句壬
蔵

内
閣
文

池　岡
田　山
i雲 広
野　島
家　市

九
什
山
口

内
閣
憤　大
子恵　阪
文　大

九
州奉 大 家　大 ：丈 杢 家　大

学
即す
属
【瑠

学
Ⅳナ
属

学
F付
属

文　学
庫　附
蔵 属

J睾
蔵
稀　二子・
戒　 附
属

晶

属

康
成
文　子一
婦　附す
蔵　属
目
杏

文　立
唾：中
蔵 央
開
館

【幻
．hヒ
L姻 国 l裏l 踪】

再
結
成

至福
蔵
古
館
蔵

昏
鮨

警
鮨
再
鮨

館 蒜

荘 叫 匹I 尋 蒔 塁 四
替
大
全

四
書
大
全

百 百 貢

豆兵
評
言主
川
杏
大
全

昏
大
全

昏 亘頃
評
言主
四
書
大
全

堅 油
評
言主
匹】
書
大
全

ヰ反 ヰ反
Eg
容
大
全

大
全

昌平
冨主
匹】
替
大
全

四
番
大
全

四
書
大
王：

孟 孟
子
奥
書主
巻
之
圭

冊可
日
刑 南

山
1

刊
を己
タロ　／　一「
夏 秋 萬
； 芸 墓

奄　「
朔日堅
イ言 安
之　匹1
訓　年
黙 歳
井　次

t査
内
閣
1

内
閣
1

子
集
註

補 1騒
訓 頭

滑
壁
補
訓　豆貪
緊占昌平

の
あ黒占評

に
同
じ

に
同
じ

巻
之

；主
石
裔　力少
鵜　寿

年
至
百主
石
l三 る孟
子
集
註
巻

圭 春
下
斎 妙
鵜 寿
同
じ

校 辛

十 十
侶　F完
之 ・悍
」　寓
藤
敏
夫
先
生
輯

旬
刊
イ言　院
さ 恨

撃 塑 i至 紐 卯
」　 夏姦 芸 冨

之 安 通
訓　 匹l 園
置 妻 冨

四
は
不
存

川
は
‡員
†拓
著
し
く
未
見

之 礪
藤
～政
夫
先
生
帖

之
圭

十
匹I
は
不
存

匹I
月
日
／
テ各
陽
後
撃
石

石
斎
点
r
四
書
大
全
」
書
誌
的
形
態
か
ら
見
た
分
類
表

所
蔵
場
所

五 五 正 面 丙：天 元：内 内 間浅
州州　　 山間： 州．瀾 閉 山
2 1 口　2 1 ：阪　3 ：．3　2 1 野

立 刊 明 慶

系

統

閑 行 暦 安
占 －
一ど 菱 有 年
の P 万取 本 本
り 系 系 治
∠ゝ
ロわ
せ
本

耗 統
示

璃

：一 宮 官官 題
茶一一 一 屯 雪亘屯

＠ （尋◎ ◎◎ ○ ○ 0　0　○　○
頭
注

☆ ☆ ※　※　※　※　※ ＋　＋　＋　＋
柱
刻

□ ［コ◇ ◇ ◇ ▽ ▽ △ △ △△
構
成

膝 月菜－ － 月貴：明 －：萬 一 萬慶
刊
記

項
目
は
略
称
、
所
蔵
場
所
、
題
茶
道
、
刊
記
の
順
に
記
し
た
。

以
上
の
資
料
の
他
、
「
竜
頭
評
註
四
書
大
全
」
は
大
分
大
学
附
属
図
書
館
本
、
日
田
淡

窓
資
料
館
本
を
参
考
に
し
、
r
屯
誼
新
増
四
書
大
全
」
は
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
本
、

内
閣
文
庫
本
、
山
口
大
学
附
属
図
書
館
本
等
も
参
考
に
し
た
。

（
3
）
東
條
琴
墓
「
先
哲
叢
談
穏
篇
」
　
（
巻
一
二
一
十
九
丁
）

（
4
）
佐
野
公
治
r
（
東
洋
学
叢
書
）
四
書
学
史
の
研
究
」
（
創
文
社
　
昭
和
六
十
三
年
）

（
5
）
注
（
3
）
資
料
（
巻
一
二
二
十
丁
）

（
6
）
諸
版
の
書
誌
的
分
類
は
、
題
茶
、
頭
注
、
柱
刻
、
構
成
、
刊
記
の
分
類
を
元
に
行
っ

た
。
以
下
に
分
類
結
果
を
表
に
し
た
。

（
表
中
の
記
号
）
　
「
題
笛
」
欄
に
あ
る
「
官
」
は
題
茶
に
「
官
板
四
書
大
全
」
と
あ
る
も
の
、

「
驚
」
は
題
笛
に
「
屯
頭
評
註
四
書
大
全
」
と
あ
る
も
の
を
示
す
。
「
頭
注
」
欄
の
「
O
」
は
頭
注

が
無
い
も
の
、
「
O
」
は
頭
注
が
有
り
、
付
訓
僅
少
な
も
の
、
「
◎
」
は
頭
注
が
有
り
、
全
体
に
付

訓
有
る
も
の
、
「
＠
」
は
頭
注
が
最
も
多
い
も
の
を
示
す
。
「
柱
刻
」
欄
に
あ
る
「
＋
」
は
魚
尾
が

無
く
、
柱
題
が
「
四
書
大
全
」
で
あ
る
も
の
、
「
※
」
は
魚
尾
が
無
く
、
柱
題
が
「
四
書
大
全
」
で

あ
り
、
頭
注
に
匡
郭
の
有
る
も
の
、
「
☆
」
は
魚
尾
が
有
り
、
柱
題
が
「
屯
頭
四
書
大
全
」
で
あ

り
、
頭
注
に
匡
郭
の
有
る
も
の
を
示
す
。
「
構
成
」
と
は
大
学
章
句
大
全
と
大
学
戎
問
と
を
取

り
上
げ
て
、
そ
の
内
部
の
序
や
凡
例
や
目
次
、
本
文
等
の
配
列
と
各
丁
数
を
調
べ
た
。
欄
の

「
△
」
「
▽
」
「
◇
」
「
□
」
は
そ
れ
ぞ
れ
序
や
凡
例
の
名
称
が
異
な
っ
た
り
、
丁
数
が
異
な
る
も
の

を
示
す
。
「
刊
記
」
の
欄
の
「
慶
」
は
慶
長
四
年
刊
、
「
萬
」
は
万
治
二
年
倦
、
「
明
」
は
明
堅
一
年

刊
、
「
藤
」
は
藤
原
性
寓
転
、
刊
行
年
未
詳
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
刊
記
に
関
し
て
は
、
注
（
2
）

を
参
照
。
又
、
表
中
、
系
柾
の
境
界
を
罫
線
に
て
示
す
。
〓
」
は
不
明
個
所
を
示
す
。

分
頼
表
と
調
査
結
果
か
ら
以
下
の
六
点
の
事
柄
が
認
め
ら
れ
る
。

一
、
慶
安
四
年
二
六
五
二
刊
本
と
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
修
本
と
は
刊
記
以

外
の
筒
所
は
近
似
し
て
い
る
。

l
、
明
軍
一
年
（
一
六
五
六
）
刊
本
は
頭
注
が
存
す
る
が
、
刊
行
年
末
詳
本
（
「
危
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頭
評
註
四
書
大
全
」
）
　
の
頭
注
よ
り
、
量
も
訓
点
も
少
な
い
。

一
、
九
州
大
学
1
、
2
本
は
、
刊
記
の
存
す
る
巻
以
外
は
、
元
禄
四
年
二
六
九
一
）

刊
行
の
熊
谷
立
閑
加
点
r
屯
頭
新
増
四
書
大
全
」
で
あ
る
。

一
、
九
州
大
学
3
本
は
、
「
龍
頭
評
註
妙
寿
院
憎
璃
藤
欽
夫
先
生
転
倒
補
訓
黙
石
責

務
信
之
」
　
の
刊
記
を
有
す
る
が
、
そ
の
刊
記
の
存
す
る
巻
以
外
は
、
明
暦
二
年

刊
本
で
あ
る
。

一
、
刊
行
年
等
を
参
考
に
分
類
す
る
と
、
慶
安
四
年
刊
本
・
万
治
二
年
修
本
の
群
、

明
暦
二
年
刊
本
の
群
、
更
に
刊
行
年
未
詳
本
の
群
の
三
穐
類
に
分
け
ら
れ
る
。

一
、
r
四
書
大
全
」
は
主
と
し
て
頭
注
の
多
寡
に
よ
り
系
統
間
の
丁
数
に
違
い
が
生

じ
て
い
る
。

（
7
）
鈴
木
直
治
「
中
国
語
と
漢
文
　
訓
読
の
原
則
と
漢
語
の
特
徴
」
（
光
生
館
　
昭
和
五
十
年
）

等
。

（
8
）
用
例
の
所
在
は
、
窟
・
章
の
順
に
示
す
。
章
の
番
号
は
、
金
谷
泊
r
岩
波
文
庫
論
語
」

（
岩
波
書
店
　
昭
和
三
十
八
年
）
　
に
よ
る
。
論
語
一
后
の
章
が
平
均
二
十
か
ら
三
十
程

度
あ
る
中
、
甲
額
と
乙
類
の
問
で
異
同
の
見
ら
れ
る
章
は
一
箱
あ
た
り
平
均
五
か
ら

十
存
し
て
い
る
。

（
9
）
築
島
裕
r
平
安
時
代
の
漢
文
訓
讃
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
　
（
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和

三
十
八
年
）
八
〇
一
貫

小
林
芳
規
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
説
の
国
語
史
的
研
究
し
（
東
京
大
学
出

版
会
‥
昭
和
四
十
二
年
）
二
二
一
頁
参
照
。

（
1
0
）
　
r
訓
点
復
古
」
勉
誠
社
文
庫
三
一
（
勉
誠
社
　
昭
和
五
十
三
年
）
中
田
祝
夫
解
説
参

［
b
H
O

n
ロ
H

（
1
1
）
石
川
洋
子
「
「
四
書
」
の
中
の
助
字
「
之
」
の
近
世
に
お
け
る
訓
読
に
つ
い
て
」
　
（
「
実

践
国
文
学
」
三
九
　
平
成
三
年
三
月
）

（
ほ
）
長
澤
規
矩
也
・
阿
部
隆
一
編
r
日
本
書
目
大
成
」
三
（
汲
古
書
院
　
昭
和
五
十
四
年
）

所
収
「
倭
板
書
籍
老
」
　
（
巻
二
・
八
丁
り
六
行
）

（
蔓
扱
っ
た
資
料
は
、
「
白
虎
道
徳
弘
巴
が
r
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
」
第
十
集
（
汲
古
書
院

昭
和
四
十
九
年
）
、
r
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
」
が
「
和
刻
本
漢
詩
集
成
・
唐
詩
」

第
三
・
四
輯
（
汲
古
書
院
　
昭
和
五
十
年
）
、
r
事
物
紀
原
」
が
r
和
刻
本
類
書
集
成
」

第
二
輯
（
汲
古
書
院
　
昭
和
五
十
一
年
）
、
r
唐
柳
河
東
集
」
が
r
和
刻
本
漢
詩
集

成
・
唐
詩
」
第
五
・
六
輯
（
汲
古
書
院
　
昭
和
五
十
年
）
、
そ
の
他
は
架
蔵
本
を
用
い

た
。

（
1
4
）
　
r
龍
頭
評
註
四
書
大
全
」
は
刊
行
年
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
元
禄
頃
ま
で
に

は
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
刊
「
毯
頭

新
増
四
書
大
全
」
　
（
熊
谷
立
閑
点
）
中
に
、
石
斎
点
に
漢
文
本
文
や
付
訓
の
字
形
が
酷

似
し
て
い
る
例
が
あ
り
、
石
斎
点
を
覆
せ
彫
り
し
た
こ
と
に
よ
る
誤
刻
と
思
わ
れ
る

箇
所
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
石
斎
点
と
立
閃
点
の
両
資
料
の
先
後
に
つ
い
て
は
、

既
に
大
江
文
城
や
宇
野
田
尚
哉
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
1
5
）
注
（
1
）
文
献
、
注
（
1
）
文
献
書
評
（
斎
藤
文
俊
「
国
語
学
」
一
九
八
　
国
語
学

会
　
平
成
十
一
年
九
月
）

（
1
6
）
内
野
董
嶺
「
論
語
を
中
心
と
し
て
配
た
る
訓
鮎
の
攣
達
」
　
（
r
松
井
簡
治
博
士
古
稀
記

念
論
文
集
」
昭
和
六
年
）

石
川
洋
子
「
後
藤
点
に
つ
い
て
－
r
嘉
永
新
刻
論
語
後
藤
鮎
片
恨
名
附
」
を
中
心
に

⊥
　
（
「
同
朋
国
文
」
二
五
　
平
成
六
年
三
月
）

（
1
7
）
注
（
1
）
文
献
四
〇
三
頁
等
参
照
。
又
、
石
斎
点
「
論
語
」
は
、
そ
の
他
の
石
斎
点

漢
籍
中
に
引
用
と
い
う
形
で
見
ら
れ
、
そ
の
r
論
語
」
　
の
訓
読
も
異
同
が
あ
る
。
石

嘉
点
r
白
虎
通
徳
諭
し
は
、
「
論
（
論
語
）
日
」
と
し
て
r
論
語
」
の
引
用
で
あ
る
こ

と
を
明
示
し
た
箇
所
が
五
十
二
例
あ
り
、
こ
の
五
十
二
例
と
内
閣
文
庫
蔵
「
四
書
大

全
」
万
治
二
年
修
本
（
甲
類
）
　
の
r
論
語
」
　
の
訓
読
と
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
「
四
書

ト

イ

7

1

ヲ

匝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

ド

大
全
」
に
て
「
不
　
レ
侃
」
と
あ
る
箇
所
が
r
白
虎
通
徳
論
」
に
て
「
不
レ
侃
」
と
あ

る
動
詞
の
訓
読
の
異
同
、
r
四
書
大
全
」
が
「
ト
キ
ハ
＋
則
」
と
訓
む
箇
所
を
r
白
虎

道
徳
論
」
　
の
論
語
で
は
「
巳
然
形
＋
パ
十
別
」
と
訓
む
助
字
の
訓
読
法
の
異
同
、
そ
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の
他
本
文
の
漢
字
の
異
同
等
が
存
す
る
。
「
則
」
字
の
訓
読
法
の
異
同
は
、
「
四
書
大

全
」
の
甲
乙
両
系
統
に
お
い
て
は
現
れ
な
い
。

（
ほ
）
近
世
に
お
い
て
は
、
商
業
上
の
理
由
か
ら
著
名
人
の
名
を
借
り
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
大
野
田
「
道
春
点
r
老
子
口
義
」
と
徳
倉
昌
堅
」
「
近
世
文
蛮
」
六
九
　
平

成
十
一
年
一
月
）
等
。

［
付
記
】
本
論
の
作
成
に
あ
た
り
、
室
山
敏
昭
先
生
、
松
本
光
隆
先
生
に
終
始
憩
切
な
ご
指

導
を
頂
い
た
。
そ
の
他
に
も
、
広
島
大
学
の
諸
先
生
に
は
有
益
な
ご
助
言
を
賜
っ
た
。

深
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。
又
、
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
頂
い
た
各
図
書
館
に

は
お
札
申
し
上
げ
る
。
最
後
に
本
論
文
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
下
さ
っ
た
故
種
友
明

先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
本
論
文
を
以
て
追
悼
の
意
を
捧
げ
た
い
。

－
　
な
が
ま
つ
・
ひ
ろ
あ
き
、
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
1
－
－




